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一 （ー）
〈母〉の〈夢〉、 〈物語〉の 〈夢〉、 谷崎潤一郎 の 、
〈母v
恋い物
語の結
末は、
はじまる
前から
すでに見
えて
い
る。
それ
はい
つも
〈母〉
と彼と
の出
合い
で終る
。
そし
てその
ので
あっ
た、
と。
近代日本
の文
学
にお
いて
、
反・非・
前近代
的と言
われる
作
出合
いが
、
〈母〉
の
〈死〉、
〈不
在〉
を告げるも
ので
ある
とすれ
ば、
そもそも
の初
め
に彼は
いつ
のまに
か立
ちもど
って
いる
。
家たち
によ
って
」の
〈物語〉
が選ぴ取
られ
てきた
ことは
偶
然ではな
い。
そし
て
この
〈物語〉
のコl
ドに沿
って
、
入手さ
れる
宝物
が若
くて美
しい
〈母〉
に違
いない
こと
も自明
のこと
彼は閉じられた円
環リ
〈夢v
l〈
物語〉
のなか
で、
永遠
に果
てしな
い
〈夢
〉を
見つづけ
、
〈物語〉
を紡ぎ
つづ
ける外はな
い。
それを不
幸と
いお
うと、
幸福と
いお
うと、
実は同じ
ことなの
であ
った
。
ステレオ
タイ
プ
谷崎潤
一郎
といえ
ば、
まるで
絞切
型のよ
うに言
われ
つづけ
だ。
それは
〈物語〉
の見
かけに過
ぎな
い。
てきた
「母性思慕」、
〈母〉
恋い
の主
題に
つい
て、
多少考え
て
〈母〉
がい
ない
（不
在・欠
知・未
知）
↓探す
・求
める
みた
いと
いうのが
本稿
の企て
である
が、
探
その
最も早
いあ
らわ
索・思
考・旅
）
↓彼女と
出合う
（一致
・所
有・認
識）
とい
う
プロッ
ト
〈物語〉
の骨
格・
筋書と
、
〈母〉
を〈
真実〉
や
〈理想〉、
ある
れの
一つ、
その名
も端的な
「母を恋
ふる
記」
とい
う
作品を手
一 （二） 一
がか
りにした
いと
思
う。
いは
〈女v
等と置き換
えることによ
って
、
成長
・発
展の過
程
アナ
ロジイ
とが
、
類同性を持
って
いる
ことは
、
容易
に発見
され
ることで
はあ
ろう。
にもか
かわら
ず、
この
〈物語〉
はあらか
じめ底が
割れ
て
いる
（〈母
〉
の死
、
不在を出発
・帰着
点とする）
点にお
〈1v
一九
九年（
大8）
一月
から二月にかけて
、
「大阪毎
日
新聞」
「東
京日日
新聞」
に断
続
的に連
載発
表され
た小説
「母を恋
ふ
いて
、
自足
する円
環の外
に出る
こと
はなく
およそ
楽天的な
る記
」
は
以下のよ
うな出
だし
ではじ
ま
って
いる
。
〈近代〉
とい
う
〈物語〉、
自我
の確
立とか
理想
・真
実の
追
求と
かい
う、
単一
の直
線的な文法を
持つ
〈物語〉
とは、
事情を大
・：空はどん
よりと曇
って
居る
けれど、
月は深
い雲の
奥
に呑
まれ
て居るけれど
それ
でも
何慮
からか光が洩
れて
いに
異にして
い
たと言
えるだ
ろう。
勿論、
」の
ことはまるで
来る
の
であ
らう、
外の面
は白
と々
明る
く
なって
居る
ので
逆に言
うこと
も
可能
である
。
〈母〉
恋い
〈物語〉
とは
、
穴のあ
ラぜ
リンス
けられた聞かれた迷
宮な
の
であり、
やが
て袋
小路
に至る
閉じ
メイズ
られた迷
路、
〈近代〉
とい
う
〈物語〉
とは
似ても
似つか
ないも
ある。
その
明るさは、
明る
いと
思へ
ば可
なり明る
いや
う
で、
路ばた
の小石
までがは
っきりと見
えるほど
であり
な
がら、
何だ
か眼
の前がも
や／＼と
霞
んで
居て、
遠くを
じ
む
ヨ.. 
司民
‘ 
1 
�· 
〈すや
っと
見
詰めると、
瞳が
操った
いや
うに感ぜられる
、
不思議な、
幻のや
うな
明るき
である。
何か、
人聞
の世
を
離れた、
遥か
な／＼無
窮の国
を想は
せる
やう
な明る
き
で
Eつbり
ある。
その
時の
気
持次第
で、
闇夜と
も月夜とも執
方とも
hhayり
かな
ものを
拙な
い語
調のままに語
りはじ
める
唆い
、不
安が、
ゆっ
くりと断
定、
直叙
へとす
りかわ
って
ゆ
く過
程、
意識
の変
アナロジィ
容感と
でも言
うべき
ものが
、
入眠
感
覚の相
同で
あり
、読
者HH
聞き手を夢
のなか
へと
誘い込
む
「夢語り」
の手口
であ
ること
を、
彼は
先験的、
無意識的
に知
って
いる
。
「：：：
なん
だなと私
種
考へ
られるや
うな
晩である。
しろ
ん＼と
した中に
も際立
って
白い
一とすぢ
の街
道が、
私の
行《手を真
直に走
って
居た。
街道
の両 側に
は長
い／＼
松並
木が眼
のと
ず
く限り
続い
て、
それ
が折
左々
の方から吹
いて
来る風
のためにぎ
わん＼と
枝葉を鳴
らして居
た。風は妙
に湿
り気
を含ん
だ、
潮の香の高い
風で
あ
った
。
きっ
と
海が近
い
んだ
なと、
私
は思
った
。
私は七
つか八
つ
の子
供であ
った
し、
おまけに
幼い時
分か
ら極め
て臆病な少年
であ
った
から
（以
下略）
一読
、
これが
夢である
ことは明
らかなことだ
。
何も作品末
尾に
おいて
「眼を覚
ました」
寸夢」
を見て
いた
と
いう
自解
・種
明かし
がなされる
ま
で、
読者1聞
き手が、
いま
語ら
れて
いる
は思
った
。
私は：：：だ
った
し、
：：：だ
ったか
ら」
と
いう
文章
コン
テクスト
語ーりも、
そのこ
と
を補
完する文
脈に
叶って
いる
。すぐさま
反転し、
自己帰
結する
根も葉もな
い自
身と
外界と
の
無根拠な
同定
は、
夢の最
も素朴
で素
敵な感覚
の
一つ
で
ある。
たちまち
のうち
に
語り手が
そこ
に溶
け込
み、
一体
化した主人公
・「
私」
は、
もうす
っか
り
夢のな
かにいる
。
そし
て読
者1聞き
手もま
テタスト
た、
彼と
一緒
に
〈夢〉
のなかを
歩み
はじめよ
うとし
ている
。
かくて
〈夢〉
の主人公
・少年は、
長い遠い道
を
〈母〉
に向
かっ
て歩み出
すが、
その目
的地もまた、
初めから知
れて
いた
。
タイトル
作者
によ
って
「母を
恋ふる記
」
と標
題を与
えられ、
夢を
語
る
「夢語りへ
とり
あえず
は〈
物語〉
と言
ってお
きたいが
、
その
外か
ら彼によ
って読
者1聞き手
は進む
べ
き方向
をあら
かじめ
のが
夢である
ことに
気づ
かぬほ
ど
に愚
鈍であ
った訳
もあるま
い。
それが夢であ
ることは
、
直ち
に知れる
ことなのだ
。
明
「何か
人聞の世
を離
れた、
遥か
な／＼無窮
の国
を
想は
せる
やう
な明る
さ」
とい
う、
胡散
臭い説
明がその
ことを
教
えて
い
指示され
てい
たから
。
夢の主
人公
・少
年が夢見る
より
も早く。
ナレI
Lvgシ
〈物語〉
のう
ち
に自
足し、
語り
口
のなか
に
しか顔
を持
たな
い
i告
るの
では
な
い。
読者U聞
き手は冒
頭の
一行「
空は：：：け
れど、
月は：
：：けれど、
：：：だ
ろう、
（し
かし） ：：：で
ある。」
から
して
、
これ
を夢
だと知るに
違いない。
あやふや
な
もの、
不確
機能的な存在1
語り
手は、
その
なかからは
一歩も出ら
れな
い。
語り手、
「私」
がそ
う
言ってい
ないと
すれば
、
作者
が
〈物語〉
ネ・・ミ
ン
グ
の外に
〈母〉
と命
名した
に違
い
なく、
〈母〉
と
いう
宝物を、
あ
瓶
一 （三） ー
〈母〉の 〈夢〉、 〈物語〉の く夢〉、 谷崎潤一郎 の 、
らかじ
め無残にも
白日
のもと
にさらけ
出し、
出口
を明示し
て
いた
と解
すべき
であ
ろう。
そし
て語
り手
・「私」
は、
夢
から醒
めた
後に、
その
始終を語る
のだ
から
、
彼もま
た結
末を知
って
いる
。
しかし
彼の語
る
〈物語〉
とは
、
主人公
の少
年
・も
うひ
とりの
「私」
とともにも
う一度
〈夢〉
を生
き直すと
いう
点に
」そ
真骨項を求
めるべき
なの
であり
とうに結
末
（死）
σ3 
知
れた夢の
顛末を、
いかに
う
まい嘘
をつきつ
つ遅
延させ
てゆ
く
リア
リティ
グレサン
プランス
か、
と
いう
ことがその
真実
性・信
湿
性を保証
する
の
である。
エロス
タナトス
このこ
とは
〈物語〉
のな
かの
生へ
の欲
動と
死
への
欲動と
の格
闘と
いう言
葉で説
き明
かすこ
とが
できるが、
当面
の関
心
の外
にあ
るの
でい
まは言
うま
い。
作者｜｜語
り
手に
つい
て語る際
に、
作者
が語
り手を
操る高み
に立
っ
て不
動である、
とい
うの
は迷信
なので
あって
、
彼は語
り手
の語
る
〈物語〉
そし
てそのな
ウル
かに
取り込
まれた擬
制
・主
人公が辿る原
〈物語〉
の、
その双
方を動か
し、
双方か
ら動か
され
てい
たことは
いう
まで
もな
い。
それ
にし
ても、
語り手と
いう機能
を呼び寄せ
て、
〈物語〉を
プ
リミティプ
獲得し
よう
とし
つつ
も
、そ
れ
が夢語りと
いう
素
朴な
もので
し
かつ
入
手した
〈物語〉
を〈
母〉
と
いう
言葉
でも
って
露骨なま
でに
縛りあげ
る作者
の拙
なさ、
苛立
ちが見
えて
いる
のは
何故な
の
であろ
うか。
かな
く、
とまれ、
少年 前にある道が、
見えす
いた
道1
「真
直に走
って
居た」
「白
い
一とすぢ
の道」
であ
った
にもか
か
らわ
ず、
そ
ー
列島
の道
は遠く長く、
だからこそ
いか
にも
夢の感
覚をよく伝え
て
いたので
ある。
行っ
ても
行っ
ても
行き着か
ない
不安や心細さ、
先
に進むし
かな
い
半ば強制化
された悲
哀や恐
怖
の感
覚は、
それ
こ
そ夢
の
身上
のひ
とつで
あるに
違いない。
長く細
い遠い道
をひ
とり
歩
む少
年の心
情の
うち
に、
それはよ
く
描かれて
いる
。
そして夢
のなか
で旅
する少
年U
「私」
と、
夢を
見
ている
「私」
の意
識
の「
二重
化」
（例え
ば
「私
は七
っか八
つ
の子
供であ
った
し」
と
陸－
いう
「私」
の意
識がそ
れだ）
が、
夢の
文法であり
、
〈物語〉
の
文法
でも
あ
った
こと
は分り
易い
ことだ
。
－ （ 四 ） 一
夢のなか
でこ
れが
夢だ
と知
って
い
ること
、
変身し
たも
のが
それ以
前の
意識を持
ってい
るこ
と等
、
夢が
い
つも
忘我的な悦
惚感
・熱狂
を有す
るも
ので
は
なく、
すでに
夢
へ
の批
評
を苧ん
でい
るこ
とは、
珍しくも
何とも
ない
ことだ
。
この
点で
もこれ
はいか
にも
夢ら
しい
。
その
上に立
っ
て次の
こと
を言
うべき
な
アナー
キー
のだ
。
夢の多
くはそ
のま
まで
は辻棲
の合
わぬ
混乱した
無秩
序
バランス
いち
じる
しく
筋
の統
一・
均
衡を欠き、
それ
なも
ので
あ
って
、
を語ると
きには
〈物語〉
の文
法を要求
すると。
そのとき
〈物
語〉
の語
り手は、
夢のなか
の夢
見る
「私」
・も
うひとりの
「私」
と一
致し
ている
。
理性
の
支配を離れ、
半覚醒
のまま
に夢を吐
シュ
1ル
リアリ
スト
オー ト
マチ
ズム
き散ら
そうと
する超現
実主義
者たち
の自
動筆記
のあ
り方は、
語りを排除する
ことに
よっ
て散乱し
た記
号の海
、
夢の無
意識
． 
" 
、r,, 
イマ1
dvz
を詩
的心
象と
して掬い
取ろうと
する試み
であ
った
が、
すでに
醒め
てし
ま
った夢
を語ろ
うとするとき
、
〈物語v
は夢
を
捉え
て
注2
離さな
い。
少年
の眼
の前に
延びる
道は、
長く遠
く果てしな
く続
いてい
る。
この
長い道
のりこ
そが、
彼が
〈母〉
に行
き着
くため
に湖
ゆ 陣 。 。
行しなければならな
い時
間
・距
離な
ので
あっ
た
。
夢か
ら醒め
た「
私」
は言
う。
「自
分は今
年三
十四歳に る。
さうし
て母は
一昨
年の
夏以来
此の世の人
では
なく
なっ
てゐる
」
と。
とす
れ
ば、
いま
三十四
歳の
「私」
が〈
母v
に出
合うた
めに
、
「七
つか
八つ
の子
供」
に変
容しな
ければならな
いの
で
あり、
その長
い
アプ
リオリ
長い道
のり
は、
無媒
介に設
定され
ていた
七
・八歳と
いう年代
を獲
得し、
彼になり
終え
てゆ
く
ため
の距
離
・時
間で
あ
った
と
いえ
ようか。
七、
八歳と
いう
年代
に
ついて
、
作者↓谷崎潤
一郎
はどうや
ら固
着した傷
痕に
も近
い意識を持
って
いた
らし
い。
家が没
落
し、
生まれ育
った
土地
を離
れなければならなか
ったの
もこ
の
時期
であるし、
弟が、
生まれ
て、
〈母Vを
奪わ
れて
い
ったの
も、
大体
はこ
の
時
期に当
って
いる
ことが
、
繰り返し回
想に
述べら
明
れて
いる
。
それ
以来
、
母は所
帯や
つれ
をして、
貧窮
のままに
浩
死ん
でゆ
くのだが
、
こ
の間の彼
女が憐恨の対
象であり
、
侮蔑
瓶
の対
象であ
った
こ
とも
矢張り彼
によ
って
語られ
て
いる
こと
で
ある。
これ
を
作者↓谷崎潤
一郎
に引
きつ
けて
読むならば
、二
ぞケ
地ー
つの
時期
の聞
を湖る長
い道
は、
この
間
に彼が
母に対
し
て抱
き
続け
てきた憎
しみ・
拒否を、
洗い流
してゆ
く過程
であり
、〈母v
に至る道
の遠
さは
、
彼女を距
て
てき
た
〈罪〉
の大
きさ
に見
合
ってい
たと言 うこ
とが
できよ
う。
だが
、
勿論、
語り手
の
「私」
と作
者↓谷崎潤
一郎
とを
混同し
ては
なら
ない。
ただ
〈夢V
H
テタスト
〈作
品〉
を通し
て反
照し合
ってい
るだけ
なのだ
から。
「私」
の行
く道は遠
く、
長く果
てし
なく続
い
ている
。
やっ
と一
軒の
百姓家を見
い出
した彼は、
そこ
で
〈母v
と出
合う
こ
とに
なるが、
それは
第一
の
〈母V
H現
実の
母に過
ぎ
ない。
第
二の
〈母v、
彼を抱きし
めて
くれる
美し
い理
想の
〈母〉
に出
合
ひょ
っと
したら十
年も」
－ （五） 一
うた
めに
は、
さらにコ
一年
も三年
も、
歩き続けな
ければならな
い。
’， ， 
〈2v
二人の
〈母v
がいる
。
彼女ら
は一
方が偽せ
で、
他方
が本当
一は
、
現実
の母
へ
の憎
しみ
より
発し、
他
は理
想の母
へ
の憧
慣に発
して
い
たとし
ても、
ともに
〈夢v
が
d1n’
ユa－
u’a、
J
作りあげた
〈幻〉
なので
あって
、その
なか
でし
か出
合
うこと
とい
うことは
ない。
ので
き
ない
人々 なので
ある。
だからその出
合いも
、先
のそ
れ
が仮であ
って
、
後が真実と
いうこと
もな
い。
結局
「私」
は、
母に合
わなか
った
と言
っても
良い
のだから
。
「私」
が〈
母v
に至る
道のほ
とり
に
は、
無数
の記
号がぱら
〈母〉の〈夢〉、 〈物語〉の〈夢〉、 谷崎潤一郎の、
撒か
れて
いる
。
〈海〉
〈沼〉
〈月〉
に
つい
て
述べ
てみた
い。
そし
て〈
狐〉
〈三
味線〉
〈乳母〉
〈姉〉
につい
て
、
次に述
べ
よう。
時間
なので
あっ
た。
第一
の
〈母〉
に拒
否された
とは
、
彼女を、
現実
の母
を拒否
した謂に外
ならな
い。
現実
の母の死
（現在）
道の
右手に
〈海〉
が広がり
、
左手に
〈沼〉
がある。
理想
の
〈母〉、
一は
流
の代
わりに、
とうに死ん
でし
まっ
た
〈母〉
（過
去）
を、
〈夢〉
のなか
に蘇
生さ
せ、
起源
にも
ど
ろうとする転倒
動し
生きており
、
他は澱み
死
んで
い
ることから
、
〈海〉
↓生、
直4
〈沼〉
↓死と
いう精神
分析的
な解釈
が導
き出さ
れて
きたが、
こそ
が
「私」
の、
〈夢〉
の、
さらには
〈物語〉
の意 志に違
いな
マト
リサイド
ぃ。
〈母殺し〉
をした時
点に
湖り、
失く
した
〈母〉
に出
合うと
とすれば、
生死
のは
ざ
まの細い
道が、
〈母〉
に
行き着くた
めの
龍5
苦難
の
道、
それゆえに宗
教性を帯び
ており
、
胎内
へも
続く道
いう
〈物語〉
〈夢v
にあらわれた
〈沼〉
は、
とすれば
「私」
の
かえ
って納
得
母を葬り去
った
〈罪〉
の沼
であ
った
か
もしれな
い。
だと
いうのは
いか
にも
うま
くはまり過ぎて、
できな
い気が
する
の
はどうした
ことだ
ろう。
そし
て
〈海〉
が二人の
〈母〉
を結び
つけ
てい
るとすれば
〈沼〉
が関
わるのは
第
一の
〈母〉
だけ
であり
、
〈海〉
は二人
〈海〉
↓生、
〈沼〉
↓死と
いう
二分
法は、
うまく
当て
はまらな
一 （六） 一
ともに連
続
して
いる
。
醜怪な
老女
・第
一の
〈母〉
が、
〈沼〉
（↓
死）
によ
って隠
喰化さ
れて
いたことに
ともか
くも同意す
ると
すれば、
〈沼〉は確か
に死んだ記
憶、
動か
ぬ固
着し
たも
のとし
て老
婆のなか
に封
印さ
れて
いた
と言
えようか。
とこ
ろが、
覚
いの
で
あって
、
いっ
そ
解りやす
く、
〈海〉
（冨何回耐）
↓〈
母〉
（冨
仲間開）
〈海〉
↓生
み
・産
み↓
〈母v
・始
源と言
ってしまえ
ば良
い
のだ
。
もとより
一義的
に
〈母〉
なる
も
のを
〈海〉
に引
かつ
作
中の海の諸
相に
つい
きつ
ける
つも
りもま
ったく
なく、
醒後
の
「私」
によ
って語
られる現
実の母の死
が、
実は
「一昨
て言
及せ
ねばなる
まいが
、
そんな暇はな
い。
〈海〉
に沿
って
歩
年の夏
」
のこ
とで
あっ
たと
すれば、
かく
理解しなければなら
く少年が
〈母〉
に出
合
うこと
は必定だ
った
はず
なの
だ。
なる
ほど彼は
一人
で歩
い
ている
。
傍ら
に誰
も
いなくて
も恐くはな
ない
はずな
のだ
。
〈母〉
は
すでに七
、
八歳
のとき
に若
く美し
い
まま
に
（↓第二
の
〈母〉）
死ん
でいたので
あり
、
現実
の母
（↓
いし
、
第一
の
〈母v
に拒否
されても
嘆き悲
しむこ
とはなか
っ
第一
の
〈母〉）
は、
それ
以来そ
の実
際的な死
の時
期
（一
昨年）
‘，－AJ3
、
ふJ AHH
それもそ
のは
ずな
のだ。
はじめから
彼は
〈海V
HH
〈母〉
まで
、
老残を
晒すも
のとして
しか
「私」
には
映
じて
いな
か
っ
たの
だ、
と。
記憶
の古沼に沈
めた
ものは
、
この
間のすべ
ての
〆、
月、〆
も
事
情
は 噌
〆、 － ‘－
i毎 の
に 空
似 の
l rr-
Z 主主 ＝－
� k 
令 て
っ し 、
カ； た
今 の
肖 だ、ノ デ＂・
も ら
私'-
とともにあり
、
母な
る人
の
醜悪な
姿だ
ったので
あり、
彼女と
関わ
った
歴史
・
をつ
ねに
照
らし
続け、
見守
ってい
るも
の
である。
彼はだか
ら
、ー
" 
' ’‘
,. 
グで
司邑
こそ
途方
もなく長
い道
を中途
で投
げ出す
こと
もなく
〈母〉
に
行き着
くことが
できる。
作者↓谷崎潤
一郎は後
年の談
話
「佐
藤春
夫と芥川
龍之介」
（一
九六四
）に
おいて
、
「母を恋
ふる記
」
は佐
藤春
夫の
「月
の美
しき」
を描
い
た短
篇、
『月か
げ』
に影
響
されて書
い
たと告
白
して
い
るが、
この
発言が
〈月〉
（の美しき）
ヨノテー シ
ヨシ
↓〈
母〉
（の美
しさ）
とい
う合
意を
持ってい
たこと
は言
うま
でも
ないだ
ろ
う。
美し
い
〈母〉、
第二
の
〈母〉
が、
〈月〉
の化
身と
して現
わ
れて
い
たことに
、
読者1聞
き手はす
ぐに気が
つ
注6
くに
違いない
。
そし
てその明
る
さに
つい
てもとうに別
解は出
ない」
「悲し
いの
は月
のせゐ
なのさ
」
と答
える
女が
、〈
月〉
の
精で
あること
を
疑つ
ては
いけ
ない。
彼女は
「私」
が抱
い
てい
る「
理由の
知れな
い無
限の悲
しみ」
が、
奈辺
に由
来す
る
のか
を示
して
いる
。
落塊
の悲
しみばかりでは
なく、
「理由の
知れな
い無
限
の悲
し
み」
が、
「私」
の胸
中にはあると
いう
。
それが
「私」
を先に進
めてい
る原固な
のだ
。
言うま
でも
ない。
〈母v
が
いないか
らこ
そ悲
しい
のだ
。
真っ
先にかく
解さなければなら
ない。
こ
の根
元を押さ
えな
いと
、
とんで
も
ない思
い違い
に陥る
であ
ろう。
されて
いる
のだが
、
それら
に
は触れずとも良
い
であ
ろう。
こ
恐らくは
〈母〉
に逢
える
であろうから、
〈海〉
や〈
月v
が予兆
る楽
天性を保証
して
い
たこと
を指摘し
ておこう
。
もし
かした
らそれは、
〈母v
恋いと
いう
〈物語v
形式
に抱
く語り手↓
作者
ぃ。
ところ
が、
〈母〉もま
た悲し
いと
すれば、
彼女
の悲
しみと
－ （七） 一
こに
はその
明るさが、
〈母殺しv
の〈
罪〉
が晴
れ、
〈母v
に至
的に
そのこと
を語
って
いる
から、
悲しく
ても
「私」
は泣かな
の楽天
性、
安易さを覗
かせて
いる
もの
かもしれ
な
い。
冴え
渡る
〈月〉
の光
のなか、
後に
「私」
の
〈母〉
だと名
乗
る女が
泣い
ている
。
「小母さ
ん、 小母
さん、
小母
さんは
泣い
て
は一
体何
に起因
する
ので
あろうか。
それは
寸私」
の幼
ないと
きに
彼女
がすで
に殺
されてし
ま
って
いる
こと
、
「私」
によ
って
ゐるん
ですね」
と問えば、
彼女は
「これは月の涙
だよ
。
お月
〈夢〉
のなか
に封じ
込められてしま
った
ことの
悲し
みに違い
ない。
〈母
〉と子の悲
しみ
は別
物で
はなく、
夢の感
情は夢見
る
人聞の外に出
ない
ことを
原則と
するなら、
その
悲し
みは
、次
様が
泣い
てゐて
、
その
涙が
私の頬の上
に落
ちるの
だよ
」
と答
えるだ
ろう。
「ねえ小母
さ
ん、
何がそんなに悲
しく
って
泣いて
ゐるん
です
」
と問
えば、
「お
前は何が悲し
いと
お云ひ
なのか
を
い？
こん
な
月夜に
斯うし
て外
を
歩い
て居
れば、
誰でも悲しく
のよ
う
に言
って構
わ
ない
ので
ある
。
〈母殺し〉
（↓現実
の母
、
第一
の
〈母〉）
をした
ことに
よ
って
、
彼女
（↓理想
の母
、
第二
明
なるぢ
ゃな
いか
。
お前だ
って
心
の中ではき
っと
悲
しいに
違ひ
の〈
母〉）
を
〈夢〉
のなか
に宙
吊り
にしてし
まわざ
るを得な
い
「私」
の悲
しみ、
〈母v
の不
在を
知り
つつ
も、
〈夢v
を見ざる
を得な
い
不毛な
〈生v
の悲
しみが
、
それであると。
「私」
が出
浩瓶
〈母〉の 〈夢〉、 〈 物語〉の 〈夢〉、 谷崎潤一郎の、
合った
の
は、
〈母〉
の不
在と
いう
「私」
自身
の悲
しみ
なので
あ
り、
〈夢v
と知
りつ
つ
〈夢〉
を見る徒
労にも
似た
〈生〉
の悲
し
みで
あ
った
、
と言
うこ
とも可
能
である。
とすれば、
「私」
は
つ
いに
〈母〉
に出
合
うことは
な
い。
〈母〉
恋い
の
〈物語〉
とは
、
〈母〉
と出
合う
〈夢〉
のなか
で、
不毛な
〈生〉
の悲
しみを
癒そ
うとする試
みなの
であり
、
そこ
では
〈生〉
の悲
しみl
「理由の
知れな
い無
限
の悲
しみ
」
は、
〈母〉
のい
ない悲
しみとして形
象化さ
れて
いた
。
そし
てそ
れ
がと
てつ
も
なく馬鹿下た
〈夢〉
であり
、
転倒し
た
〈夢〉
であ
った
こと
も
明々
白々 なので
あっ
た
。
分かり切
って
いる
こと
〈死〉
（〈夢〉
の死
、
〈母〉
の死
）
を苧み
込ん
で、
始源
（〈
夢v、
〈母〉）
へと湖
行する
（「 夢語り」）
〈物語〉
の初めと終
りと
が
トポ
ス
一致
する場
所に、
何故語る
のか、
（何故
〈夢v
を見る
のか）
と
トー トロジー
いう
遁
環が渦
巻い
ている
。
〈母〉
を眼
の前に
して
〈母v
の不
在を突き
つけ
られてしま
パラ
ドクス
うこと
、
それ
こそ
が
〈母V
恋い物
語の宿
命・逆説
だと
言って
構わ
ない
のだが
、
話に
はもう少し続
き
がある。
女に
〈母〉
だ
と打
ち明
けられた
「私」
は、
優しく彼女
に
抱きすくめ
られて
いる
。
甘い礼
房の匂いを
嘆ぎな
がら互
いに
泣きじ
ゃく
る〈
母〉
エタ
タタシー
と子の
一体化し
た陶
酔は、
その
退行
性・うしろ
めたさを思
い
知らさ
ずには おかな
いものだ
。すな
わち、
夢か
ら醒
めた
「私」
、
現実
の意識が、
ここに
おい
ては
自ら
の
分別あ
る年
代である
こ
、
� 
とを
確認さ
せ、
その
ことに
よ
って夢
を否認し、
自己
を処罰す
るの
である
ー
だが
勿
論、
そ
の埋め切
れぬ痕口から
再ぴ見果て
ぬ〈
夢〉
が増殖し
てゆ
くの
であるが。
もっ
とも
本作
にお
いて
は、
こ
の部分は量
的にもご
くわずか
であり
、
覚醒後
の意識で
夢を
反転さ
せよ
うとする
（作
者の）
試みは
、
成功
して
いる
と
は到
底
言い難い
ので
あった
。
さて
〈狐〉
につ
いて
のこ
とで
あるが、
第二
の
〈母V
が狐の
化身
のごと
くに現
わ
れて
い
たことは
わざわ
ざ引用
するま
でも
ない
こと
だ。
だが
、
二人の
〈母〉
のうち、
第一
の
〈母V
はど
うだ
つたので
あろ
う
か。
－ （ 八） 一
先にも
述べ
たごと
く、
（第
一の
）〈母v
に至る道
の右手に〈
海〉
があり
、
左手
には
〈沼V
があるが、
〈海〉
について
はもはや言
うま
い。
左手からは、
カサカ
サと
鳴る得
体
の知れぬ音が絶
え
ず鳴り響き、
魔者
が白
い歯
をム
キ出し
て笑
ってい
るよう
で気
味が悪
い。
「私」
が意
を決し
て凝
視する
と、
そこは
一面の古
沼
であ
って
、
沢山
の蓮が
植わ
って
いる
。
そし
てその紙
屑みた
いそよ
に干乾びた葉が、
風の吹
くた
びに
裏の白
いところ
を見せ
て戦
いでい
るので
あっ
た。
葛な
らぬ仏
花
・蓮
であると
ころ
に胡
乱な
点はあるが、
これ
が葉の裏
を見せ
てい
る↓裏見↓恨
みと
いう
人口
に槍
突し、
か
つま
たこ
の
作
者↓谷崎
潤
一郎
も
「吉野葛
」
（一
九
三一）そ
の他
で何
度も
言及し、
親し
んでいた
〈母〉
恋
い伝
説、
信太
狐の物
ぺ
or 
d陶
語を踏ま
え
ている
こと
も
容易
に
気が
つく
ことで
あ
ろ
汗
。第
一
ぷ
く
ぷ
く 彼
の を
木 再
綿 ぴ
の 〈
五 号
の へ
上 と
に 駆
り
立
て
て
ゆ
く
をあけ、
の〈
母〉
1現実
の母に
拒否
される↓
拒否する
のは
、
作者↓語
り手l
「私」
が、
無意識
のう
ちに隠
し
持っ
ていた
〈恨
み〉
に
ぼろぼろのち
ゃん
ちゃ
んこ
を着た
老女は、
「お前は誰
だ
ったか
ね。
お前
は私の枠
だっ
たか
発する
からだ。
そし
て
それは、
〈母v
の
〈恨
み〉
と言
うことも
可能
である
。
第二
の
〈母
vは
、
「私」
の
〈恨
みV
が解消さ
れた
とき
、
〈狐V
として
出現する。
そし
てその
正
体、
〈母〉
である
ね」
と
「私」
を誰何し、
「私
の枠
はも
っと大
きくな
って
ゐる
筈
だ」
と彼
を峻拒し
ている
。
四枚障子
が締め
切っ
てある家
のな
かで
、
縄暖簾
越し
に話
をする前
の
〈母〉
と、
美しく
艶かし
い
後の
〈母〉、
傍らをと
もに歩
みながらしん
みり
と語
り
合い、
「何
’hv
畠ん
と云ふ
って
、
お前は私
を忘
れた
のか
い
？私はお
前のお
母
様ぢ
ゃな
いか
」
と自
ら名乗り
を上げる
〈母〉
との
違い
は明らかだ
。
こと
を明かすの
である。
先の
〈母v
にお
いて
未だ顕現
していな
か
った
も
のが
、
後の
〈母
vにお
い
て具
現化さ
れて
いる
例は
これ
だけ
ではな
い
。〈
三
味線〉も
その
一つ
であると言
うことが
できるだ
ろう。
（第
一の
）
〈母〉
に至る
までの
少
年の悲
しみは
「哀音
に充
ちた
三味
線を
いず
れにし
ても、
彼女ら
は
〈夢〉
でし
か逢
うこ
との
でき
な
い
〈幻v
なのだが
、
逢っ
てす
ぐにそれと分か
るよ
うなも
ので
も
聞く時
のや
うな」
悲し
み
であると語られ
てい
たが
（第二
の）
なか
った
。
彼女ら
に行
き着く
前に、
「私」
は〈
礼母〉
〈姉v
を
〈母〉
は、
それ
こそ
〈三味
線v
uH〈
悲しみ〉
を手
にし
ていた
経由せ
ねばならな
いの
だ。
ので
あり、
〈悲し
みV
そのものに
違い
はなか
った
。
その
〈悲し
「小母さ
ん」と第二
の
〈母〉
に呼びかけ
る
「私」
は、
実は
「姉さ
ん」
と呼
んで
みたか
った
のだ
。
姉と
いう
もの
を
持たな
み〉
1
〈三
味線v
の音
は、
〈海v
の音
、
〈月〉
の光
とならん
で
「私」
に絶
えず噛き
か
けて
いる
。
それは幼
年期
に
「私」
を導
注8
く、
優しくも悲し
い音
色を
持って
いる
。や
っと姿
を
見せた〈
母
〉
い彼
は、
美し
い姉
を持ちた
いと
いう
感情が
いつ
も心
のなか
に
あって
、
彼女
に呼びかける
胸のなか
には
「姉
に対
する
やうな
明
が、
〈悲し
みV
U〈
母〉
の
〈不
在v
・〈
死〉
とい
う
〈三味
線v
を
持って
いた
ことに
、
〈母v
恋い
〈物語〉
の宿
命・
呪いを
喋ぎ
取
らず
には
いら
れな
い。「
天ぷら
喰ひた
い、
天ぷら
喰ひた
い：
：：
」
と響
く
〈悲し
み〉
〈一ニ味
線v
の音
は、
夢から醒めた
「私」
の耳
に消える
ことは
ないだ
ろ
う。
その音
は夢と
現実
の双
方に風
穴
たほど
美し
か
った
こと
の転
移かもしれ
な
いし
、〈母
〉と
は別に、
〈姉〉
とい
う
遠く
て近
い未
知なる女
へ
の憧
慢に根ざし
ていた
のか
もしれな
い。だ
がそ
れ
はこ
の際
どうでも
良
い。直
裁に
〈母〉
甘い懐
しい
気
持」
が寵
もっ
ていたので
ある。
それ
は作者↓谷
晶や
崎の母
・闘が、
生前は彼
の姉では
な
いか
とし
ばしば請
しまれ
浩瓶
－ （ 九） 一
〈母〉の〈夢〉、 〈物語〉の 〈夢〉、 谷崎潤一郎の 、
に飛び込む
こと
な
く媒介
を必要
とする距離
の遠
さ
が傷わ
しい
気がする
の
である。
こう
した
ことは
第
一の
〈母〉
につい
て
も同様
なので
あって
、
〈母〉
がい
な
い前
に、
まず
〈乳母〉
がい
ない。
「考
へ
て見れば
乳母が
居なくな
った
のも
無理はな
い。
私
の家に
はも
う乳母を
抱え
て置
く程
のお
金が
なく
なっ
たの
だ」
とい
う
〈乳母〉
は
ひとり
第一
の〈
母v
にの
み収
筆
すべき
もので
はな
く、
第二
の
〈母〉
の
〈乳〉
にまで続い
てい
く
もの
ではあるが、
にもか
か
リアルタ
イム
わらず
家事
・家
族・
生活状
態と
いう
家に関
わり
、
現実
を刻む
存在
である
ことに
よって
、
家の女
、
第一
の
〈母v
の前に語
ら
れねばならなか
った
ものだ
。
テタスト〈夢v
のなか
に氾
濫する
記号が、
すべ
て
〈母〉
の破片と
し
て寸
私」
の前に浮
遊
して
いる
。
そのか
けらをなぞり
な
がら
、
奥深く
に隠
匿さ
れて
いる
〈母〉
を探し当
てる
のが
「私」
の旅
、
〈物語〉
の意
志、
そし
て読
者日聞き手
の読
書
・享
受体験と
い
うことに
なる
のだが
、
彼女
がするりと反転
してその
〈不在〉
を告げる
とすれば、
寸私」
が出
合い、
〈物語v
が対
面し、
読者
ナルLVZム
H聞き
手が見
い出
すも
のは
、
それぞれ
の
〈自己愛
〉
としか言
いよ
うのな
いものに
違いない
だろ
う。
〈3V
作者↓
谷崎潤
一郎
における
〈母v
恋い
の
心情に対し、
疑い
、
ナンセ
ンス
を持
つこ
とは
まるで
無意味な
こと
である。
彼は母
の死に
つい
て「
僕が生れ
て始め
てほ
んた
うの悲
しみを
昧は
ったのは
母を
失った
時であ
った
」
（「
佐藤
春
夫に与
へて
過去半生を語
る書」
一九
三一
）と
述べ
ている
し、
母の
死後まもなく執
筆
された「
ハ
ッサン・
カン
の妖
術」
（一九
八
）
にも彼
女へ
の
真
拳な愛を窺
うことが
できる。
そうし
た心
情のあり
方は、
この
外の小
説
・
随筆
等に
数多く
の
証拠
を見る
ことがで
きるで
あろ
う。
そもそ
そチ・・7
もが
〈母
〉恋
い
の動
機なし
に、
〈母〉
恋い
ものが
書か
れるは
ず
もあるま
いが
、
これは
前提と
して、
真っ
先に仮
想されなけれ
ばならぬ命
題とも言
うべき
ものだ
。
とこ
ろがその内
奥は別と
して
、
谷崎は表面
上は母
に対
し
てきわめ
て冷
淡であ
った
らし
い。
偽悪家
の青
年が無
智
で卑し
い母
に抱
く嫌悪
・憎
しみ
の
感
情に
つい
ては、
「母を恋
ふる記
」のわ
ずか
二年
前に発
表
された
一 （己） 一
「異
端者
の悲しみ」
に十分に描
かれており
、
それを見る限り
はどう
も愛さ
れなか
った
子
は偽
悪
家にな
ると
いう
俗説を、
無
下に見捨て
ること
が出
来な
い気
も
して
くる
の
である。
弟・谷
崎精
二は
、
兄・潤一
郎が母に疎
まれて
いたこ
と、
その
こと
を
彼がう
すうす知
ってい
たかも
しれ
ない
（「潤
一郎追
憶記」
一九
六五）
と述べ
ている
が、
愛さ
れる
こと
と愛
する
こととは
まる
で別の
こと
だとは百
も承知
で言
うとするなら、
〈母v恋
いの
感
情が母
の死
に直面し
て急に奔
流
しだした
は容易に
納得し
難
いの
で
ある。
それは三
十過ぎ
の
偽悪家、
一筋
縄では
いか
ぬ男
、
合売り出し中
の気鋭
の作
家向け
には到
底額面
通りに通用
するも
〈物語〉
が紡が
れて
いる
。
ので
は
あるま
い。
それは
〈父〉
を殺
すこ
とに
よ
って
、
〈母〉
を奪還
しよ
うとす
〈母〉
とは
真っ
先に虚
構・
〈物語〉
の装
置
なので
あっ
て、
義的
には
語り手↓
作者
の履歴と
はまる
で無
縁のも
のと言
うべ
る試
みで
あ
った
に相
違な
い。
字義通
り、
〈母〉
恋いと
は
エ品
ディプス
・コ
ン
プレ
ックス
〈父殺し
〉の
〈物語〉
なの
であり、
作中
で語られなか
った
撞印
〈父〉
が〈
母〉
の大
きさ
・重さと釣
り合
って
隠さ
れて
いた
と
きな
のだ。
ただ
〈物語〉
を語る
手順、
〈母〉
との
出合
いH
〈死〉
プロッ
ト
の追
認、
起源
へと湖
る倒
錯のあり
方、筋書
に、二義
的
に関
わ
言えよ
うか。
後年、
取るに足
りぬ存
在
とし
てにべも
なく
一行
って
いる
だけ
だ。
〈母〉
とは
作者
↓谷崎
が必要
とした
〈物語〉
ホモ
ロジイツ
ク
形式と
同
一的
なも
ので
あって
、
恋い慕
う
〈母〉
を履歴
に求
め
ること
は可
能で
あ
って
も、
〈母〉
恋い
〈物語〉
の由
来を
それ
で
で片付けられ
ている
父が、
だから
とい
って存生中にも
小さ
か
った
と言
うこと
は適切で
はある
まい
。
この
作に限
つて
のこと
として言
うのだ
が、
無視と
はそ
の存
在の大
きさを
逆照射し
て
証明す
ることはで
き
ない。
いる
。
だがそ
れだけでは
いか
にも分かり切
った
話な
ので
あっ
テタスト
て、
この
作品
のなか
で
〈父〉
と
〈和解〉
し、
憎し
み
の矢面に
立って
いた
彼を
〈救済v
しよ
うと
いう
意志、
無意識
が働
いて
いた
こと
も、
言い添
える
べき
では
あろ
う。
母・闘の死に遅
れること
二年にし
て書か
れた
〈母
〉恋
い〈 物
語〉、
その
名も端的な
「母
を恋
ふる
記」
は、
何故
こ
の時
期に書
撞9
かれた
の
か。
二年の遅
延が語
りか
ける
こ
とを読み
ほぐ
せば
、
作者↓
谷崎と
〈母〉
〈物語
〉と
の関
係が浮き出る
かもしれな
い。
寸母を
恋ふ
る記
」
執筆中
に、
父・
倉五
郎が死
の床に就
いて
いる
。
彼は
こ
の作の
発表と相
前後し
てこの
世
を空しく
するが
やっ
と姿
を現した
〈母〉
が、
彼女
の
〈不
在〉
の
〈悲し
み〉
どん
な現
実的な悲し
みから
も彼
に外
ならな
いとい
う
逆説は、
女を解放し
てい
たこ
とは
言うま
でも
ない
ことだ
。
生きて
いる
彼の無
能と善
良
さと小心
のために
生れ
育
った
懐し
い
町を離れ、
（谷崎は
そう思
って
いる
）
聞に父によ
って与
えられた悲
し
み、
例え
ば落
ちぶれて
生活
の
一家
は都
内を転
と々
して
貧窮
に
重みにまみ
れざるを
得な
い悲
しみ
さえも、
何ほど
の
こと
では
明
鳴ぐ
ことに
なった
。そ
の落
塊の意
識が
この
作
家に
幼年期を祭
ない
ので
ある。
〈物語〉
を紡
ぐこと
、
〈夢〉
を見る
こと以
外に
〈母〉
と出
合
うこと
が叶
わな
い
とするなら、
〈母〉
は父
のてい
たら
くと
は既
に無縁である。
〈母〉
の発見は、
そ
のまま父
の無
浩
り上げ、
母へ
の哀
憐
とともに父
への
憎し
みを生ん
でい
たこと
瓶
は、
やは
り幼年期
の
回想等、
随所に書
かれて
い
ること
ではあ
るが
、
その
父が
いま
まさに死
のうとし
てい
る時期
に、
〈母〉
の
能へ
の赦
し、
肯定
に
つづ
いてい
た。
若く美し
い〈
母〉
は、
〈父〉
一 （二） 一
〈母〉のく夢〉、 〈物語〉のく夢〉、 谷崎潤一郎 の 、
に汚
染・略
奪
されぬ以
前の姿
をと
どめて
いる
。
〈父〉
を抹殺し
したが
っ
シフト
て主人
公
の「
私」
H語り手
の
「私」
I｜｜
語り手と
いう軸もな
の二
重化
された意
識1語り手
の機
能は
一E
消滅し、
〈母〉
を回
復し
ようとする欲
動の
下に、
〈父〉
の
〈救済〉、
〈和
モチー フ
解V
の動
機が透け
て見
えて
いる
。
〈母〉
恋い
の
〈物語〉
は父が
死の
床に臥
すま
では
書
くことが
できなか
った
もので
あろう
くな
ったと言
えるだ
ろう
。
代っ
てあらわれた
のが
語り手
の
「私
」l
一人
称の
「私」
｜｜作者と
いう
ものなの
であり
、
「私」
し、
それ
が母の死
後二年の遅 延が語
り
かけ
ることで
あ
った
。
は連
続
して
い
てもそ
の機
能は
一次
的、
二次
的という
違いが
あ
と同
時に、
〈母〉
の
〈物語〉
を紡ぐた
めに
、
〈夢〉
の〈
母〉
を仮構
するた
めに
、
作者↓
谷
崎が母にと
どめを
刺さなければ
り、
それらを
直
ちに
結び
つけ
ることはで
きな
い。
「私」
｜作者
パラ
ダイム
とい
う
距離あ
る
支配
の枠
組み
が、
（近代）
小
説の
もので
あ
った
とすれば、
作者は末
尾にお
い
て語り手が伝
える
〈物語〉
の意
ならなか
った
こと
も、
言い添
える
べき
で
あろ
う。
その〈
宿命〉
への
傍然た
る
思い
が
〈物語〉
形式
へ
の苛
立ち、
ためら
いと
な
注目
、
って
表われ
ている
。
それを
〈物語〉
を繰
ること
の
できぬ作
者
AT
ィスクー ル
ナレー シ
ョン
の未
熟と
言
って
も良
いし
、
作者
（言
説）
と語
り手
（語
り
）
志を
一日一
血ん
でいる
、
と言
うことが
できようか。
勿論すぐさ
まに反
転し
て
〈母〉
の
〈物
語〉
のなか
へ回収さ
れ
てし
まうよ
う
一 （ 三） 一
な下
手なた
くらみ
であ
ったとし
ても
。
そし
てこ
のとき
に作
者
との
格
闘と言
って
も良
いの
だが
、
夢を
語る
「夢語り」
とい
う
形式
の素
朴さ、
原初性、
随所に発揮
される
作
者による
説明
の
胡散
臭き、
統御
の
破綻、
語り手
の作
者へ
の服
従を要求
する暴
力性や拙
なさを、
その証
拠と
して提
出する
ことが
できるだろ
訂谷崎潤
一郎
とい
う
断裂
が発生し、
谷崎潤
一郎がも
う
一つ
の
テタスト
テクスト
テク
スト
として現
われる
。
作品と作
者のは
ざま
に
〈母〉
の、
〈物語〉
の、
〈夢〉
の誘
惑が
横たわ
って
いる
。
行為H
夢の円
環の外
に、
それを
包むよ うにし
て夢
語りリ〈物
、 勺F。夢か
ら醒め
たあと
に記
述され
てい
たこ
と、
それ
が
「私」
の
年齢
であり
、
母の二年
前の死
の報
告に近
いこ
とは
先にも
述べ
語〉
があり
、
さら
にそ
れを
（近代）
小説と
いう
枠が囲
んでい
る。
それらを
主人公
、
語り手、
作者
に
対応する
ことが可
能で
あるよ
うに
見
える
。
だが
そんな
こと
はまる
で実
態に叶
つては
た。
それ
が夢語り↓
〈物語〉
を閉じさ
せ、
その
なか
を少年で
ある
「私」
ととも
に歩き、
その
語り
手である
こと
を
積極的
に
買っ
て出た
「私」
の覚
醒後
の意識であ
った
こ
とも
言うま
でも
いない。
もう
一つ
、
三重
の円
環の外
に、
谷崎潤
一郎と
いう
円
テク
スト
それ
こそ
作品は絵
に描
い
た餅
のよ
うに食
えな
を用
意すれ
ば
、
いものに
な
ってしまうで
あろ
う。
ない
ことだ
。
ここに
おい
て少
年であり
大人
であると
いう「
私」
「私」
の〈
母V
HH出
口・
終りに
つづ
く
道は真
っ直
ぐな
の
に、
いつ
のま
にか入口
・初め
に彼
は立ちもど
って
いる
。
醒めな
い
夢な
ぞはな
いの
だから
、
「夢語り
」は醒
めたと
こ
ろから
はじま
り、
醒めたと
ころ
で終る。
夢の
終り
1初
まりと
いう
文法
がそ
のまま
〈物語〉
の文
法に外
ならな
いと
すれば、
「夢語り」
↓〈
物
語〉
は、
この
覚醒l
〈夢〉
の死
MM
〈母〉
の死
を遅延さ
せる
と
ころに
生ま
れて
い
ると善
一
への
欲望
を結び
つけ
たとき
、
それ
が
〈物語〉
への
欲
望と同
義
であ
ったと
すれば、
作者↓谷崎潤
一郎
はそ
の貧
禁さ
ゆえ
に永
遠に
〈夢〉
を見る機
械、
物語る機
械
へと
化し
てゆ
くの
である。
ラビ
リンス
閉じられ聞かれた迷
宮に
巣食
ナルシfム
〈自己愛
〉に
浸る
ものが
彼
〈物語〉
とい
う
、
〈夢
〉とい
う
、
、 フミ
ノ
ウス
ロス
、
半頭人身
の怪
物、
だ。
ところがこ
の迷
宮は、
内部が
その
まま外
部で
あるよ
うな空
っぽの
もの
なので
あ
って
、
内部／外部
の境
界の
上を、
決し
て
解き
明かせ
ない謎
1
〈母〉
のまわり
を、
彼は永遠に歩
き続け
なければなら
ない。
ありもし
ない
〈幻〉
をと
りあえずはある
生と死
のあ
い
とする
〈夢〉
〈母〉
〈物語〉
とい
う
〈探制〉
は、
だに
引き裂か
れて、
その
あいだ
を意味
でも
って
埋めよ
うとす
明
る徒
労、
浩
はかな
い
望み、
悲し
みに
根ざ
して
いる
。
それらがす
トート
ロジー
べて
それ
自体同語反
復であ
った
と言
えば身
も蓋もな
い仕
業
で
瓶
い山 あ
る i2 ろ
っ
か
だ
カf
谷
崎
は
し 、
ま
そこに足
を踏
み入
れよう
として
谷崎潤
一郎が
「吉
野葛」
（一九
三二
「藍刈」
（一
九三二）
「少
ヴア1
ジョン
将滋幹
の母
」
（一
九五O）
「夢
の浮
橋」
（一九
五九）
等、
変奏曲
を奏
でていく
〈母〉
恋い
〈物語〉
の
、
その最
初で、
原基的な
主題
「母を恋
ふる
記
」
は奏で
て
いたので
ある。
注
ー、
千葉
俊二
は
『鑑賞日本現
代文学⑧谷崎潤
一郎
』
（一
九八
二・
一二
、
角川書店）
「母を
恋ふる記
」
「鑑
賞」
にお
いて
、
「夢
の中
で七
っか
八つの「
私」
とは
、
意識面
にお
い
ては
、
決し
て単
なる
「七
つか
八つ
の子
供」
では
なく、
現在夢を
見て
いる
「私」
の意
－ （三） 一
識と夢
の中で
の七つか
八つ
の少
年である
「私」
の意
識
（も
しく
Ed 
は無
意識）
との
二重
構造を持
つ」
（8）
と、
語りで
はなく、
お
nE 
そらくは夢
の意
識構造
に
つい
て指
摘
して
いる
。
2、
だが
本当
は、
夢は醒
めたときに鰻
めた
意識
によ
って
〈物語〉
化されると
い
うよ
りも、
すでにそ
れ自体
〈物諮
問〉
化さ
れて
いる
と解
すべ
きで
あろ
う。
破片化さ
れた、
脈絡を欠
いた
夢もあ
るが
（それは壊
れてし
ま
った〈
物語〉
のかけ
らかも
しれ
ない
。
醒め
ストーリー
たあと
で、
夢は再現さ
れざ
るを得な
いの
だか
ら）、
筋を
持った
夢も
随分と多
いは
ずな
のだ。
こうし
た夢
1物
語の実
態に
つい
て、
端なくも露わ
にする
の
が批評
する夢
の存
在であると思
わ
醒め
た夢を語
ると
いう
「夢語
り」
とは
、
夢HH
れる
。
とすると、
物語をな
ぞる
〈物語〉、
〈物語〉
につい
て
の〈
物語〉
に外
なるま
〈母〉の 〈夢〉、 〈物語〉 のく夢〉、 谷崎潤一郎 の 、
ぃ。
それは回
復し得ぬ夢
を取りもどす
ために、
再ぴ
〈夢〉
を見
堂）
所収
「谷崎文学
におけ
る美学
｜『母を恋
ふる
記」
を中心
に
ると
い
う悪
夢に
も似た
行
為だ
った
か
もしれな
い。
－」
とい
う
論に
おいて
、
二人の
〈母〉
のあ
いだの
道に
つい
てで
3、
野口武
彦は
『谷崎
潤
一郎
論』
（一
九七三
・八
、
中央
公論社）
はあるが、
「胎
内へ
の道
」
「夢と
いう
形式をか
りて、
作者
は禁断
の母
胎
内へ
の回
帰を試
みる
」
（M）
と述べ
ている
。
これ
につい
DL 
て遠藤は、
中間
部の
こ
の場
面が
「〈死〉
の領
域を掠め
て通
って
第七章
「母性思慕
の主
題」
にお
いて
、
「私」
の眼に
前に
つづく
道が
「過ぎ去
った
幼児
期に向か
って
ひと
の魂
を遡行さ
せる
時
間の通
路」
（附
）で
あっ
たと述べ
る。
4、
千葉は
「
一方が流
動す
る、
生きた水である
のに
対し、
他方は
いく
」もの
であり
、
そこで
は
「は
じめか
ら測
られぬ無限
の〈
と
き〉
が流れ
て
いる
」（
m
lm）
と述
べる
。
6、
〈月〉
〈海〉
〈白〉
〈道〉
〈明る
さ〉
等、
いず
れ
も相
互に絡み合
つ
澱んだ、
死んだ水であると
いうこ
の対
蹴的な光景」
に注
意を払
うべ
きこと
を
言い、
〈海〉
が
「はじめ
か
ら予
感と
して
感ぜられ
てそ
のひ
と
つを
取り出
すことは
、
論の文
脈を失わ
せ
かねな
い
る」
に対
し、
〈沼〉
は
「はじめ
は正体
の分
からな
いもの
として
のだが
、〈明るさ〉と
いうことに
つい
て二
つほ
ど挙
げてお
こう
。
少年を怯
えさせる」
「無意識界
に抑圧し
た存
在」
「醜く容貌
の衰
えた老
母のイメー ジ」
を「
象徴」
したも
のだ
（先掲
香
川
lg
野口
は直裁
的には
〈月〉
の〈
明るさv
につ
いて
言つて
はい
ない
のだが、
それ
が「
乳
色の光の
露に包
まれた七
、八歳の時
間」
（陥
）
と述べ
ている
。
と関
わって
いる
らし
い
ことが
窮い
知れる
。
遠藤に
つい
てもよ
5、
野口は、
こ
の道
を「
党
醒時に
は決し
て行き
つけ
ぬ夢
の彼
岸に
ひとを
橋渡しするあ
の白
道」
だ（
先掲書
附
）と
述べ、
遠藤祐は
『谷崎潤
一郎｜小説
の構
造｜
』
（一
九八
七・
二、
明治
書院）
所
くは読み
取れ
ない
のだが
、その
明る
さが「
月光
のもた
らす瞭ら
収「
「母を恋
ふる
記」
｜ひ
とす
じの
白
い道
」
と
いう
論
にお
い
かな
夢のごとき
情景
」と関
わりがある
らしく、
章題
から
推
測す
れば
「真実」
が示
現す
るとき
の明
るさを
言う
らし
い。
（同
｜湖）
7、
森安理文は
『谷崎潤
一郎
あそ
びの
文
学』
（一
九八
三・四
、
国書
て、
これ
に対し、
「仏
説に
い
うこ河
白
道の
イメー ジ」
があり、
刊行会）
所収「母を
恋ふる
記llL虚
構の挽
歌
」に
おいて
、
寸若く
イエ
ス
・キリストが十
字架を背
負って
ゴル
ゴタ
の丘
へ歩
いた
て美し
い
女を狐だ
と思
うのも
、
幼少時に母や側近
の人たちか
「〈苦難
の道
〉」
「〈
十字架
の道
〉」
とも呼ば
れる
よ悲し
みの
道》
〈S
Uo－ogg」
だ（
m
lm）
と言
って
いる
。
一方
、
永栄啓伸
は『
谷崎潤
一郎試論
l母
性
への
視
点｜
』
（一
九八
八・七
、
有精
ら語り聞
かされたり
、
また芝居や
絵で見せられた
りした民
俗
的な感
情の発
想で
あろ
う
」と、
信太狐
の伝
承と
の関
わり
を指摘
して
いる
（附
）。
一 （函） 一
． 
8、
野口は
〈三
味線V
の
音色
に
つい
て、
「谷崎を瞬
時に幼
年の昔
に連れ
戻す魔術的
なキー ノ
ート」
である
（問
）
と述べ
ている
。
遠藤は
〈三味
線〉
の悲し
い音
色を
通し
て
「私」
と「
母」
のそ
れ
ぞれ
の悲
しみが
呼
応し
合っ
ている
（m
lm）
と述べ
る
。
9、
この
こと
につい
て
遠藤は、
父の
病臥
に際
して
「あ
らため
て、
い道
をさ
らに
辿らねばな
らな
いが
、
それ
は次の
ように書か
れ
ていた
。明月に照
らされ
た海
を見
ては
「私は前に
もこ
んな景
色
を何庭か
で見た記
憶がある。
而も其
れは
一度で
はなく、
何度も
／－＼見た
ので
ある。
或は、
自分
が此の世に生れる
以前
の事
だ
っ
たかも
知れな
い。
前世
の記
憶が、
今の
私に蘇
生
って
来る
のか
も
彼女は
こ
の〈
二年
〉来
〈此
の世
v
には
いな
い事
実が痛切
に意識
される
」（
川
）と
いう
言い
方で
述べ
る。
また
森安は、
千代夫
人
との不
仲にもか
かわら
ず、
父の
病い
のため
に妻子ともども父
知れな
い」
と「
私」
は思
い、
途方もな
く長
い
道を歩きな
がら
「私はもう此
の世の人
間ではな
いの
かと思
っ
た。
人聞が死ん
めし
い」
「自己
の
運命」
を痛感し
それが
「現
実の日
常か
らの
でから長
い
旅に
上る、
其の旅
を私は今
してゐる
のぢゃ
ないか
とも思
った
」と。
こう
した説明
のい
かが
わしさは、
語り
の破れ
目か
ら洩れた作
者の書
き言
葉に違
いない
ので
あって
、
語りを
－ （玉） 一
の家に同
居せざ
るを得
なくな
った
谷崎が、
この
時
期、
その
「恨
がれて、
思いき
り甘
えられる
ことの
できる世
界｜｜
「母
なる
も
の」
の世
界へ
の思
慕」
へ向
かっ
た
とする
（M
l初）
。
叩、
実は作
中に父に
ついて
触れら
れて
いな
い訳
では
ない。
野
中の
操ろ、7とする
彼の
意図
を一
不し
てい
ると一
吉
クロノス
への
回帰
といい
、
無時間
・永
遠
への
移
行と言えば、
作者
の意
図
を額面
通り
に信じ込む訳で、
〈夢〉
・〈物語v
のなか
でしか
作者
一軒
家を見
い出
した
「私」
は、
そこには
父と母が
いて
その
「年
↓谷
崎が
〈母〉を求め得なか
った
理問
、
そして語
り
手｜作者
の
をと
ったお
父さんと
お母
さん
が囲
炉裏
の傍
で粗
桑を
焚い
てゐ
日 ド 仕 院
ふ ・ 0
ロ 止
耐 掲
F’
つい
に見
える
ことは
ないだ
ろ
う。
て」、
帰っ
てきた
「私」
を
「いた
わっ
て下さる
ので
は
ないか
し
ロ、
本論は谷崎潤
一郎
と
〈母〉
恋い
〈物語〉
の考
察を企
てたもの
ら」と想
像す
る。
しかしそ
れだけ
で以
降、
言葉と
して
も出
て来
であり、
彼と
日本
文芸
の伝
統的な
ジ
ャンル
、
〈も
のが
たり
〉と
ない。
まるではじ
めから
いな
か
った
かの
よ
うに。
おそ
らくは
の関
係に
つい
て
は、
別稿を
用
意せ
ねばなるま
い。
明
〈父殺し〉
をする
（1
〈物語〉
を獲得す
る）
際の痕
跡が、
家
瓶
生活と結
びついて
残っ
ている
ので
あろ
う。
u、
例え
ば
二人の
〈母〉
のあ
いだの
道に
つい
て
、
第一
の〈
母〉
に
浩
拒否
された
少年は、
それま
で
の道と
は比
較にな
らぬ
ほど
の長
